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第 54回渡良瀬遊水地野鳥観察会（遊鳥会）定例会（平成 27年 3月 21日）
 前回（2月 21日）は、今回のチュウヒの繁殖調査の事前調査を兼ねて、渡良瀬遊水地を一周してきまし
た。予想通り鳥は少なく、桜堤から湿地再生地を見てタゲリにダイサギ、堤外に、早すぎると思いますが

巣（カラスの空き巣？）に座っているトビ、部屋でノスリ、第 3調節地にミサゴがいたくらいで、肝心のチ
ュウヒにはお目にかかれませんでした。

 今回は、ヨシ焼き前のチュウヒの繁殖活動を調査します。皆さんから寄せられた情報と、私も同行したコ

ンサルの調査結果を参考に、定点（ｓｔと表示）を決めます。また勝手ながらｓｔの担当企画員も決めさせ

ていただきました。結果を来年のヨシ焼きに対応させようとするものです。調査は 9時～12時とします。
① 展望台北の、沼のほとりの丘（木村、真瀬）。特定の場所にこだわる２羽のチュウヒがいます。個体識

別をしてください。真瀬さんには鮮明な写真をお願いします。  

② 谷中湖東橋（五十畑）。浮島に止まる複数のチュウヒがいます。上空で雌雄がアクロバット飛行をして

いました。個体識別をしてください。写真もお願いします。

③ タカ見台（長谷川、綾部）。ｓｔの北方向での再生された沼のほとりにこだわるチュウヒがいます。

④ 第２水門（関口）。ｓｔ前面左手の土手の斜面と、畑の手前の木に止まるチュウヒに注意してください。

⑤ 第３調節地（一色）。沼対岸のヨシ原にこだわるチュウヒがいます。

＊ 観察の要点は繁殖前期の行動の観察です。例を挙げます。メスが自分の存在をアッピールする「誇示止

まり」をしています。その上空にオスが現れ、「波状飛行」をし、メスの近くに止まり、お互いに小移

動を繰り返します。オスが飛立ち近くから枯葉をくわえて（足につかんで）メスの上空を低く旋回、そ

の巣財を落として見せたります。オスの後を追ってメスが飛立ちます。もつれ合うように飛びつつ高度

を上げていきます。オスが上方からつめを出してメスに「突き掛かり」ます。さらに激しくオスは翼を

ひねってメスを襲い、メスも下面を上にしてツメをだしてそれに応じます。時にはツメを絡み合うこと

もあります。これが「アクロバット飛行」です。どんどん高度上げ、やがて翼をつぼめて「急降下」し、

いつの間にか、もとの場所に戻ってきます。

＊ 調査用の地図には、飛行軌跡    、止まり   、波状飛行     、巣財運搬    

アクロバット飛行     、急降下    、と記載し、余白に状況を記録してください。旋回しな

がらの移動は直線で結構です企画員には個体識別用の用紙を配ります。適時に利用してください。

＊ 個体識別は、２羽が特定の場所にこだわるケースで行ないます。チュウヒの雌雄の識別は難しいのです   

 が、オスはメスより小さく、飛翔形がスマートで、尾羽全体が灰色味を帯びているか、尾羽の中央付近

 が灰色を帯びているのが普通です。メスの下面はべったりした感じの茶色なのが多いようです。

          （写真ひだりから、空中餌渡し・上オス、下メス。オス。

           オス。右端上、巣財運搬・メス。下メス。写真・市川氏）

＠ 4月定例会（4月 18日）は、シギチの渡来状況を調べます。場所は千本杭、
 湿地再生地、第 3調節地の沼、その他、としましょう。ご意見あれば・・・。

                             （一色）
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